
問合せ　市教委小中一貫教育課
（☎372-3311・内線4832）

　家庭や地域と小・中学校が一体になり、特色ある学校づく
りが可能になるコミュニティ・スクール（以下ＣＳ）。市内各
中学校区でのＣＳ導入を目指し、取り組みを始めます。

　

子
ど
も
や
学
校
が
抱
え
る
問
題
が
年
々

複
雑
に
な
る
中
で
、
学
校
だ
け
で
は
な
く

地
域
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
る
仕
組
み
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、
Ｃ

Ｓ
で
す
。

　

Ｃ
Ｓ
と
は
、
家
庭
や
地
域
と
学
校
が
課

題
を
共
有
す
る
た
め
に
、
保
護
者
や
地
域

住
民
が
学
校
運
営
に
参
加
す
る
仕
組
み（
学

校
運
営
協
議
会
）
を
持
つ
学
校
の
こ
と
で

す
。
学
校
運
営
協
議
会
は
、
校
長
が
作
る

学
校
運
営
の
基
本
方
針
を
承
認
し
た
り
、

学
校
の
運
営
や
教
職
員
の
任
用
に
つ
い
て

意
見
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
29
年
４
月
、
そ
れ
ま
で
任
意
だ
っ

た
Ｃ
Ｓ
の
導
入
は
、
教
育
委
員
会
の
努
力

義
務
に
な
り
ま
し
た
。
Ｃ
Ｓ
は
全
国
的
に

増
加
し
、
道
内
で
も
29
年
度
は
１
６
５
校

で
し
た
が
、
30
年
９
月
に
は
４
５
３
校
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｃ
Ｓ
と
30
年
４
月
に
始
ま
っ
た

小
中
一
貫
教
育
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

小
・
中
学
校
で
地
域
の
支
援
を
連
続
さ
せ

る
仕
組
み
に
も
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
市
内
で
は
西
部
地
区
で
Ｃ
Ｓ
を

導
入
し
て
い
ま
す
。
市
教
委
で
は
、
各
中

学
校
区
で
小
・
中
学
校
共
同
で
の
Ｃ
Ｓ
の

導
入
を
目
指
し
ま
す
。

地
域
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
る

Ｃ
Ｓ
を
市
内
各
中
学
校
区
に

▶多くの大人の知識や経験など、地域の力
を生かした学校運営や教育活動を実現できる

▶互いに顔の分かる関係になり、地域ぐる
みで子どもを育む体制ができる

▶災害時の緊急対応などに、学校と地域が
一体となって取り組むことができる…など

を導入すると…ＣＳ

地域と一体になった、
特色ある学校づくりが可能に！
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平
成
32
年
度
に
モ
デ
ル
中
学
校
区
２
校

区
で
Ｃ
Ｓ
を
導
入
す
る
た
め
、
31
年
度
に

そ
れ
ぞ
れ
準
備
検
討
委
員
会
を
設
置
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
地
域
と
学
校
が
一

体
に
な
り
子
ど
も
の
成
長
を
支
え
る
た
め

に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
参
加
が
必
要
で

す
。ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
、
西
部
小
・
中
学
校
が
道
内

で
２
番
目
、
石
狩
管
内
で
初
め
て
Ｃ
Ｓ
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。保
護
者
や
地
域
住
民
、

教
職
員
が
一
体
に
な
り
、
小
・
中
学
校
共

同
の
学
校
運
営
協
議
会
（
西
部
Ｃ
Ｓ
運
営

委
員
会
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
年
４
回

の
会
議
を
通
し
て
西
部
中
学
校
区
の
教
育

課
題
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｓ
導
入
前
に
比
べ
、
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
に
お
け
る「
自
己
有
用
感（
周

囲
か
ら
自
分
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
い

う
気
持
ち
）」や
「
将
来
の
夢
や
希
望
を
持

っ
て
い
る
」
の
項
目
が
向
上
。
ま
た
、
地

域
貢
献
に
前
向
き
な
子
ど
も
や
、
地
域
行

事
に
参
加
す
る
子
ど
も
が
増
え
る
と
い
っ

た
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。
交
流
の
機
会
が

増
え
た
こ
と
で
、
地
域
の
一
員
と
し
て
の

自
覚
が
芽
生
え
た
こ
と
が
理
由
の
一
つ
だ

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

西
部
地
区
の
取
り
組
み
と
成
果

Ｃ
Ｓ
の
全
市
的
な
導
入
に
向
け
て

　自分自身も地域の方に育ててもらっ
たという意識があり、何か地域に恩返
ししたいと思っていたことから、平成
25年にＣＳ委員になりました。　
　ＣＳ導入後、地域のイベントで子ど
もに運営を手伝ってもらうなど、主体
的に活躍できるような関わり方を意識
しています。急に頼んだことでも素早

1地域住民と交通安全学童指導員が児童の登下校を見
守る　2西部地区交通安全協議会や地域住民と一緒に
安全運転を促す　3関係団体と協力し、高齢者宅の除
雪を実施　4授業の支援ボランティアなどを行う「西
部っこサポート隊」として、漢字検定の試験監督を保
護者が担当　5学校運営協議会では、保護者や地域住
民、教職員が集まり学校の課題解決を目指す

く対応できたり、積極的に手伝えるこ
とを探したりと、自分で考えて行動で
きる子どもが増えたと思います。その
姿に、大人の私たちが刺激を受けるこ
とも多いですね。ＣＳがうまく機能し
ていくには、地域と家庭、学校が子ど
ものために何ができるのかを考えるの
が大切だと思います。
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４

５

３

広報部長　仁木裕香さん
西部ＣＳ運営委員会
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